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学習シートの構成

１ 「問題の理解」に重点を置いたシート

このシートは問題を数学的に理解するためのものであり，児童の思考過程に沿って以下の七つの

過程で構成されているシートである。

① どんな問題か概要をとらえる。

・言語，表記（テキスト）の理解，状況（コンテキスト）の理解

② 求答事項を取り出す。

③ 既知部分を取り出す。

④ 問題の中の言葉（キーワード）に着目し既知部分同士の関係を把握する。もしくは簡単な整数

などに置き換えることによって関係を把握する。

⑤ 絵図や数直線などを使って問題の構造を把握する。

⑥ 解答を概数などで予想する。

⑦ ことばの式を考え立式する。もしくは予想を確かめる方法を考える。

この過程は，問題解決学習における身に付けさせたい学び方でもある。パターン化したシート

にし（セブンステップシート），このパターンに慣れさせることによって，短時間で主体的に問

題を理解できるようにするものである。主に単元の前半で問題を把握し課題意識をもたせる場面

で使用するが，単元末の定着問題などでも使用できるものである。

「問題の理解」に重点を置いたシート（セブンステップシート）の例
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２ 「数学的表現」に重点を置いたシート

このシートは論理的に適切な数学的表現をするためのものであり，学習内容によって多様なもの

になる。数学的な表現として，式の意味の説明，記述された説明に沿った立式，計算処理の方法の

説明，考えの比較検討などをさせるために使用する。

シートに使うことにより，一部の児童だけの発表に終わることなくどの児童にも数学的表現をさ

せるものである。

「数学的表現」式の意味の説明 「数学的表現」説明に沿った立式

「数学的表現」計算処理の方法の説明 「数学的表現」考えの比較検討
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３ 「活用」に重点を置いたシート

このシートは算数を活用するためのものであり，算数の有用性を感じ取らせるものである。 こ

のシートを基に，得られた数学的な解答を現実の問題と照らし合わせてどんなことが言えるのかを

検討したり，他の状況に応用したり身の回りにあるものに着目させ実生活に生かしたりする。そう

することによって，学習した内容が生活に生き役に立っているということを味わわせ，積極的に算

数を活用する動機を高めることにつながると考える。

「活用」数学的な解答の検討 「活用」応用したり生かしたりすること
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数学的に解釈する力や表現する力の育成に関する児童の意識調査

＜算数の勉強についてのアンケート＞

年 組 番 名前

このアンケートは，どうすればみんなが算数をもっとわかるようになるかを調べるため

のものです。

それぞれの質問について 自分の気持ちに一番近い数字を○でかこんでください。

４・・・・いつも そうしている

３・・・・ときどき そうしている

２・・・・あまり そうしていない

１・・・・まったく そうしていない

１ 問題文を読んで 「どんな問題か」をイメージしていますか。，

４－３－２－１

２ 問題文を読んで，わかっていることともとめることは何かを

見つけていますか。

４－３－２－１

３ 式をたてるための大切なことばを見つけていますか。

４－３－２－１

４ 問題がむずかしいとき，問題文の数をかんたんな数にして考

えていますか。

４－３－２－１

５ わかっていることともとめることを絵や図や数直線図などで

表していますか。

４－３－２－１

６ 答えがだいたいどのくらいになるか よそうしていますか。

４－３－２－１

７ 問題文から，ことばの式を考えていますか。

４－３－２－１

８ なぜ，そのような式になるのか，わけを考えていますか。

４－３－２－１

９ 問題のとき方を説明するとき，図や表などを使っていますか。

４－３－２－１

10 自分の考えとほかの考えをくらべるようにしていますか。

４－３－２－１

11 もとめた答えとはじめによそうした答えをくらべていますか。

４－３－２－１

12 問題をとくとき，習ったやりかたを使って，考えていますか。

４－３－２－１

13 算数の勉強をふだんの生活で生かしていますか。

４－３－２－１

14 13の質問で４と３に○をつけた人だけこたえて下さい。

どんなことに生かしていますか。
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オリエンテーションシート

算数の勉強で大切なこと

宿題がすこしふえたり，授業中にプリントをやったりしますが，みなさんがもっと算数が得意にな

るにはどうしたらいいか いっしょうけんめい考えてつくったプリントです。ぜひ取り組んでくださ

い。

さて，算数の勉強について，次のページから ちょっとめんどうくさいことが書いていますが，学

習プリントを使う前に ぜひ，じっくりと読んでほしいと思います。
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どんな問題かわかるために・・・

ずいぶん長い問題ですね。

でも，コツをおぼえるとだいじょうぶ。かんたんに読めるようになります。

ただ，じっくり，ねばりづよく考えることがたいせつです。

時間をかけ，いろいろなことをためして答えを見つけたときのよろこびは，とても大きいことに気

づくでしょう。

ねばりづよく。あきらめない。これが，算数がわかるようになる基本です。

さて，上の問題にもどりましょう。

１ はじめに，どんな問題なのかを自分なりに想像します。

夏の暑い日にひろしさんをかんびょうしようと氷を集める場面が想像できましたか。

２ 次に，もとめるものは何かをたしかめます。

ひろしさんの家にある氷の重さですね。

３ 氷の重さをもとめるために，わかっていることをとりだします。

もとめることに必要のない部分を消していき，できるだけかんたんな問題に直します。ただ気をつ

けることは，問題文に書いていないことでもわかっていることを取り出すことです。お姉さんが作っ

た氷は10個です。

では，上の問題をかんたんな文章になおしてみましょう。

氷が10個しかありません。
弟は30個の氷を持って帰ってきました。お姉さんが作った氷もできあがりました。
1個の氷の重さを10ｇだとすると，氷が全部で何ｇあるでしょう。

8月。
20分もすれば，１ℓくらい あせが出てくるような暑い日です。温度計をみると32度にもなっ
ています。

5年生のひろしさんは，こんな日にひどい夏かぜにかかってしまいました。熱は38度もありま
す。

来月の9月には40歳になるお母さんが，ひろしさんの頭を氷で冷やそうと冷蔵庫をあけてみる
と，氷が製氷器に10個しかありません。
そこで，ひろしさんの弟に，家から2.5㎞なれた知り合いの家から，氷を30個もらってくるよ

うに言いつけました。

そのあいだに，お姉さんは，冷蔵庫で空になった製氷器に水を入れて氷を作り始めました。

1時間後，弟は30個の氷をうすいビニール袋に入れて，息をきらして持って帰ってきました。
お姉さんが作った氷もできあがりました。

1個の氷の重さを10ｇだとすると，ひろしさんの家には氷が全部で何ｇあるでしょう。
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この問題ならどうでしょう。いらないところを消すと考えやすくなったでしょう。わかっているこ

とは，①氷が10個ある。②30個の氷を持ってきた。③また10個作った。④1個は10g。となります。

４ もとめることとわかっていることがどんな関係なのか，式を立てるた

めの大切なことばを見つけます。

「全部で」というのが大切なことば（キーワード）になりますね。

５ 図や絵をかいて考えます。

氷の絵を10個，30個，10個とかいてもいいし，数直線で表してもいいのです。

６ 答えのよそうをします。

実際の場面をおもいうかべたり，にたようなことを思い出したり，あるいは図や絵から考えたりし

て，だいたいどのくらいになるのかを考えます。

上の数直線から，10gの位置と□の位置を考えると，500ｇだってわかりそうですね。

７ ことばの式と式を立てます。

ことばの式を作ると，式の意味がよくわかるようになります。

この場合は，

全部の氷の重さ＝1個の氷の重さ×全体の氷の数 となります。

実際に数字をあてはめると，

１０×（10＋30＋10）となります。

計算すると

10×（10+30+10）＝10×50＝500 答え500ｇ

となりますね。

でも，・・・・・・

ほんとうに500ｇあるといえるでしょうか。

計算では500ｇになったけど，夏の暑い日のじょうきょうを考えると，とけてなくなっている氷も

あるはずです。

こんなに苦労したのに・・・と思うかもしれませんが,

算数でだいじなのは，計算などでもとめた答えが，じっさいの場面ではあてはまるかどうかを考え

ることなのです。
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自分の考えたことをうまく説明するために・・・

なんとなくわかるんだけど，うまく説明できないときがあると思います。

説明するときのコツをおぼえると，自分の考えを整理することができるし，上手につたえることが

できます。

そのコツとは

１ かんたんな数字におきかえることです。

２ 説明するとき，わかりやすいことばを使うことです。

「はじめに」「次に」「よって」などのことばからはじめると，考え方が整理できます。

３ 図や絵を使うことです。

問題文を読んで，それを絵にすることもひとつの方法です。でもそれでは時間がかかります。かん

たんにしたり，しょうりゃくしたりして，表すのもいい方法です。

また，数直線に表すことができると，大きさのちがいなどがよくわかるようになります。

算数を楽しく学ぶために・・・

くろうしておぼえた算数の勉強を生活に生かしていきましょう。

習ったことで，買い物のしかたが上手になったり，新聞からのじょうほうがわかりやすくなったり

するはずです。積極的に算数をいかすようにしましょう。

また，問題に答えるだけでなく自分で問題をつくることも力になるし，算数が楽しくなる方法です。

楽しくて，ちょっとひねった問題をつくり，友だちと考え合うのもいいですね。

学習シートを使って

これからの算数の勉強では，学習シートを使うときがあります。この学習シートは「どんな問題か

わかるため」「自分の考えたことをうまくせつめいするため」「算数を楽しく学ぶため」に使います。

どんなときでも，

ねばりづよく。あきらめない。

このことをわすれずに勉強しましょう。
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学習シートを使った実践例

５年生

比べ方を考えよう

学習シートを授業をはじめとする学習活動でどのように生かしていくかの実践例です。
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比べ方を考えよう １（割合と百分率）
＜ねらい＞

○小数のかけ算の小数倍の意味理解の復習から，

基準量と比較量について想起させる。

○全体を１とみて部分の量を表して比べる考え方

のヒントにする。

＜活用方法＞

○授業のはじめか，朝自習，宿題などで，扱う。

○所要時間10分程度

○本単元に入る前か，p38の日常的な場面を用い

て，割合に対する興味・関心を引き出す学習の後

に使用する。

＜備考＞

＜復習＞は，教科書上ｐ82①の問題である。

□，○，△をそれぞれ，比較量，基準量，割合で

表している。

(^_^)は，考え方のヒントとして載せている。

比べ方を考えよう ２（割合と百分率）
＜ねらい＞

○問題の意味を理解させる。

・求答事項，既知事項を取り出し，「よく勝って

いる」ということについて，全体と部分を比べな

がら考えさせる。

＜活用方法＞

○教科書p39と同問題である。教科書と照らし合

わせながら活用する。

○予想した理由を書かせた後，発表させて，全体

と部分について比較していくことに気付かせる。

＜備考＞

図で示すことはここでは求めず，シート１で確

認したことを想起させる程度にしてある。
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比べ方を考えよう ３（割合と百分率）
＜ねらい＞

○シート２での解決の見通しをもとに，「試合数

＝全体」，「勝った数＝部分」と考え，割合を求め

させる。

○自分の予想と求めた答えを比べたり，線分図と

比べたりして，青がよく勝っていることの感覚を

養う。

＜活用方法＞

○教科書のp40の数直線図を使った考え方の補助

として取り扱う。

・はじめに線分図の構成を簡単に説明し，赤，黄，

青について試合数は異なるが，全体を１と見るか

ら線分図の長さは同じになることを理解させる。

次に緑については，実際に記入させる。

○割合を求める式をプリント１をもとに想起させ，

４つのチームについて求める。

○0.5とは，ちょうど試合数の半分勝っているこ

となどを線分図と見比べて感覚を養う。

比べ方を考えよう ４（割合と百分率）
＜ねらい＞

○割合を用いた比べ方の適用問題として使用する。

・p40の問題の適用である。計算式に数字をあて

はめ，割合を表に記入する単純な処理だけに終わ

らせず，ことばの式を作ったり，数直線に表現し

たりして，理解を深めることをねらいとする。

＜活用方法＞

○p41の問題である。このシートをもとに，教科

書の表に記入させたい。

○割合が，１をこえる場合をイメージさせるため

に，希望を変える問題を考えさせる。

＜備考＞

○数直線図の割合１の上には，もとになる定員を

書き入れること。もとめる割合は□で表すことを

確認する。

○この数直線図の見方，考え方を理解させる。
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比べ方を考えよう ５（割合と百分率 第３時）
＜ねらい＞

○問題の意味を理解する。

・求答事項，既習事項を取り出す。

・簡単な整数に置き換えて，立式に導くようにさ

せる。

＜活用方法＞

○p42の問題把握のために授業において使用する。

立式までは，既習事項であり，セブンステップに

従って，短時間で行わせたい。

○置き換えの部分は，シート４で学習したことを

生かす。

○このシートで問題を理解した後，百分率を取り

扱う。

比べ方を考えよう ６（割合と百分率）
＜ねらい＞

○既習の割合の表し方と，百分率の割合の表し方

について理解を深める。

・100%をこえる感覚を養う。

＜活用方法＞

○教科書p67の適用問題のあと，このシートで確

認させる。

○100%をこえる場合を子どもたちに発表させる。
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比べ方を考えよう ７（割合と百分率）
＜ねらい＞

○割合について興味をもたせる。

○打率を数直線図や，式で理解させる。

＜活用方法＞

○問題①の取り扱い

・教科書p43「割合の表し方」を説明するとき，

もしくは，授業で学習したことを数直線図で考え

させる。

○問題②の取り扱い

・授業で適宜取り扱う。実際に体験したことをも

とに割合について考えるためのものにする。

○問題③の取り扱い

・生活に生かすために，家庭での学習として取り

扱う。

比べ方を考えよう ８（百分率の問題）
＜ねらい＞

○「割合」「基準量」「比較量」のうち，「割合」

をもとめる方法の確認として行う。

○ことばの式を繰り返し書かせたり，数直線図と

の関係を示したりすることによって，何を求める

のかを理解させる。

＜活用方法＞

○第３時の適用問題として，もしくは「百分率の

問題」のまえに，取り扱う。

○「割合」「基準量」「比較量」を数直線図に示す

ことに慣れさせるようにする。

＜備考＞

○この問題は，ｐ47，４番の問題である。第４時

の習熟のときに活用してもよい。
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比べ方を考えよう ９（百分率の問題 第１時）
＜ねらい＞

○比較量をもとめることがわかり，「割合」「基準

量」「比較量」の関係を数直線図によって理解さ

せる。

＜活用方法＞

○p44（北九州博覧祭）の比較量を求める学習の

適用問題として使用する。

○シート８でやり方の定着度がよければ，宿題で

やらせる。
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比べ方を考えよう 10（百分率の問題 第２時）
＜ねらい＞

○基準量をもとめることがわかり，「割合」「基

準量」「比較量」の関係を数直線図によって理解

させる。

＜活用方法＞

○p45（クロサイ）の基準量を求める学習の適用

問題として使用する。

○シート９でやり方の定着度がよければ，宿題

でやらせる。

＜備考＞

○基準量を□で表して立式させてもよい。

※□を使った式の練習をシート「主数学的に解

釈する力や表現する力のわり算を考えよう10」

で確認する。

○この問題は，ｐ47，５番の問題である。第４

時の習熟のときに活用してもよい。
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比べ方を考えよう 11（百分率の問題 第３時）
＜ねらい＞

○割りびきの意味を理解させ，求め方の見通し

をもたせる。

＜活用方法＞

○p46の問題を把握する際に使用する。

＜ねらい＞

○二通りの式の意味を説明させる。

①割りびきの値段を求めてもとの値段からひく

方法

②割りびきを考えて，売り値がもとの値段のど

れだけであるかを考えて，売り値を求める方法

＜活用方法＞

○ふたつの方法について学習した後にもう一度

振り返って説明させる際に使用する。

○ふたつの方法を練りあう場面で使用する。
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比べ方を考えよう 12（百分率の問題 第３時）
＜ねらい＞

○シート11の適用問題として，ふたつの考え方

で，式を立てて求めさせる。

＜活用方法＞

○シート11の方法で，授業の適用場面や宿題で

行わせる。

比べ方を考えよう 13（百分率の問題）
＜ねらい＞

○和を含んだ割合の場合について比較量の求め

方を理解させる。

＜活用方法＞

○p46の④の問題である。割り増しの問題であ

り，適用問題として取り扱う。
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比べ方を考えよう 14（割合を表すグラフ 第２時）
＜ねらい＞

○帯グラフや円グラフの全体をもとにした各

部分の割合をみたり，部分どうしの割合を比

べたりさせる。

＜活用方法＞

○第１，２時でグラフの読み方を理解した後

で，適用問題として使用する。



- 資料20 -

比べ方を考えよう 15（割合を表すグラフ 第３時）
＜ねらい＞

○帯グラフや円グラフのかき方の理解を深めさ

せる。

＜活用方法＞

○帯グラフや円グラフのかき方を学習した後の

適用として取り扱う。

比べ方を考えよう 16（活用）
＜ねらい＞

○割合が生活の中で役に立っていることに気付

き，割合を活用しようという意欲を高める。

＜活用方法＞

○例を簡単に説明し，家庭で得られる情報など

を集めて，その意味を考えさせる。宿題。


